朝　起　き　会　演　談　（平成２０年８月６日）
　今年も私達実践倫理宏正会の原点であります８月６日を迎えました。この日の演談を務めさせていただけますことを光栄に存じます。

　わたくしは、６３年前のあの日を忘れてはならないという思いから「戦争と平和」についてお話し、皆様方とともに考えたいと思います。

　去る８月２日の朝刊にこんな記事がありました。「８月１日、シーファー駐日米国大使が福岡県宗像市で講演し高校生との質疑応答のなかで広島・長崎の原爆投下について『戦争終結を求めるために必要だった』と答えた。まず『原爆投下は正しかったと思うか』という質問に『より多くの命が失われるのを救うため、戦争を短くするためだった』と強調した。『広島に投下した時点で日本は壊滅的な打撃を受けた。長崎には必要なかったのではないか。』と聞いたら『広島投下だけでは降伏しなかった。米兵や日本人の死者数を予想したトルーマン大統領が難しい決断を下した』と答えた。」ということです。実際いまアメリカの高校では、広島・長崎の原爆投下は戦争を早く終わらせ犠牲者を少なくするため意義があったと教えているようであります。しかもあのＢ２９エノラ・ゲイの乗組員は英雄視されています。
　いうまでもなく、１８９９年オランダのハーグで採択された「ハーグ陸戦条約」には戦争についてのルール、すなわち宣戦布告の仕方、捕虜の扱い、非戦闘員の定義、使用してはならない兵器、攻撃対象としてはならないところなど事細かに書かれておりアメリカも日本も批准しています。

　要するに、外交交渉が決裂してどうしても調整がつかないとき、戦争は一定のルールにもとづいて兵隊さんどうしでやるもの、非戦闘員である民間人を殺しては国際法で罰しますよと決めているのです。
　しかるに、昭和２０年３月１０日の東京大空襲では一晩で１０万人の無辜の市民が死んでいます。大部分は女子供と老人であります。また、広島・長崎の二つの原爆による犠牲者はざっと３０万人に登ります。また、戦闘行為が終わっているにもかかわらずロシアは６０万人にのぼる日本兵を極寒のシベリアに連れてゆき何年も過酷な労働をさせ６万人も死に至らしめたことはご承知の通りであります。
　あの屈辱的な東京裁判のなかで以下のような出来事がありました。アメリカ人でありながら日本の弁護人を務めていたブレークニー氏の爆弾発言であります。それは法廷にとってあまりに都合の悪いものだったので突然通訳が中断されてしまい最後まで復元されませんでした。したがって、日本語訳の法廷速記録にも記載されずに終わりました。英語を理解できなかった日本人にとって、ことの次第があきらかになったのはそれから３６年後のこと、映画「東京裁判」が公開上映の運びになったときでありました。ブレークニー弁護人は「戦争での殺人は罪にならない。戦争は合法的だからです。たとえ嫌悪すべき行為でも犯罪としての責任は問われなかったのです。真珠湾攻撃の際戦死したキッド提督の死が殺人罪になるならわれわれは広島に原爆を落とした者の名前をあげることができる。原爆投下を計画した参謀長の名前も承知している。彼らは殺人罪を意識していたでしょうか、していなかったでしょう。戦争自体は犯罪ではないからです。原爆を投下した者がいる。この投下を計画し、その実行を命じ、これを黙認した者がいる。そのものたちが裁いているのだ。」と叫んでいるのです。つまり、彼はアメリカ人でありながら原爆投下という無差別の殺戮をやった国が戦争に勝ったがゆえに敗戦国日本を裁く資格はありませんよと堂々と述べたのであります。
　悲しいかな日本は戦争に負けたため一方的に悪者扱いされてしまいましたが、戦勝国側がやった無差別殺戮行為や捕虜虐待、すなわち原爆投下やシベリア抑留が断罪されず、アメリカの子供たちにそれを正当化して教えられていることに義憤をかんじるのであります。
　戦後６０年余り、わが国は平和国家として戦争することなく歩むことができました。しかし、これもアメリカとの同盟条約があり、かつて戦争した相手であるアメリカの核の傘に入っているからこそ他国からの侵略を阻止できているという皮肉な結果になっているのです。一方で防衛という大切な役割を他国に委ねてきたために、平和ボケの日本人になったといわれています。そして日本国憲法の前文には『平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼してこの国の安全と生存を保持しようと決意した』と書かれています。つまり日本という国は平和を愛する諸国民が守ります、日本国民自ら守らなくてもいいですということです。この憲法のまま核保有国である中国や北朝鮮に囲まれながら果たして日本は安泰であり続けることができるのでしょうか、心配であります。
　ユネスコ憲章の前文には「戦争は人の心の中で生まれるものであるから人の心の中に平和のとりでを築かなければならない」とかかれています。しかし、世界中いつもどこかで戦争・内紛が絶えることなく起こっています。また死の商人と呼ばれる武器を売り歩く人

たちが世界中を闊歩しています。
いつになれば私達人類が戦争を知らない、武器を持たなくてもよい世界に到達できるのでしょうか。これはおそらく人類の永遠の課題だと思います。しかし先代会長先生が被爆体験の中から実践倫理宏正会を立ち上げられたことは、人類永遠の課題である人の心の中に平和のとりでを築こうとされたのだと思います。理想と厳しい現実の狭間にあって私たちが何をどう実践すべきか、それを教えてくださっているのが朝起き会でありましょう。今日一日も先代会長先生の初心に思いを馳せながら努力することをお誓いいたします。
ありがとうございました。

　
